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ストリートガイド
――ストリート研究の刷新にむけて――
特集趣旨
ホームレス、ダンサー、在日外国人、ストリートパフォーマー、監視カメラ、ジェントリフィケー
ション、商店街、等々。ストリートにおける人々とその場の現在はどのような様相をみせているだろ
うか。大学院 GP共同研究班「東アジアのストリートの現在」では、ストリートにおける、これまで
出会うことのなかった人々の領域横断的な出会いから創発する、空間秩序再編成に着目している。そ
して、ある人々が構築する共同性と権力とのせめぎあい、背景の異なる複数の集団や個人の異なる利
害の競合のなかで再認識される公共性、あるいは人びとの記憶と＜場＞の意味の付与などの問題系に
フィールドワークによって接近し、共同と排除が錯綜し輻輳する空間を記述し解釈することを目指し
ている。
この作業をすすめるにあたって、つぎの三つの問題群を、ス
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。それは、
「いったい誰と誰が①出会い（出会えず）、②交わり（向き合えず）、③繋がるのか（繋がれないの
か）」という関係性の問いに言い換えられる。私たちは、ストリートを「領域横断的な出会いをとお
して、創発する空間」として位置づけ、人々の関係性のなかでストリート現象の生起する過程を記述
・解釈することを目的としている。
本特集では、関学ストリート班メンバーおよび、ストリート班研究会で報告・参加してくださった
若手研究者によって、ストリート研究を開始するにあたって過去のストリート研究の批評、あるいは
ストリートを考えるうえで重要な素材など幅広い対象についてレビューがなされている。
あらゆる素材に向き合うなかで、ストリート研究のトピックスを生成しつつ、若手院生に向けての
ガイドを果たすことができるよう、各執筆者が様々な角度から以下のようなそれぞれの課題を導き出
してくれている。（１）ストリートはどこに存在するのか、（２）ストリートの欲望をどのようにとら
えるのか、（３）ストリートと他者はどのような関係か、（４）ストリートをめぐる欲望はストリート
の可能性とどのように連続するのか、（５）ストリートを支配する力とはどのようなものか、（６）ス
トリートにおける闘いとはどのようなものか、（７）いかにしてストリートを映像に記録するのか、
（８）ストリートの人々をどのような関係性のもとに描くのか。どの問題提起も私たち自身がこれか
らストリート研究を刷新していくうえで避けては通れないものであろう。読者の創造力を駆動する特
集となっていれば、幸いである。
（責任編集：山北輝裕）
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